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1。学会活動の状況

設立総会以後の学会の活動状況は以下のとぅりです。

( 1 ) スレターV01.1, NO.1 を 7月20日付けで発行しましナこ。^^

(2)会員名癖と新会員の入会

会員名簸の編集が終わりましたので( 8月15日現在、 98名)、近日中に配布いた

します。新聞(朝日)、学会誌、業界誌紙等による記事にて少数ですが入会申し込

みがありますが、'会員勧誘を引き続き行いますので、最終頁の用紙にて勧誘資料の
送付先をお知らせ下さい。

(3)会費の納入状況

8月28日現在で46件:正会員(2500"円)44名、学生会員(1500円) 1名、
維持会員(30000円) 1名6

尚、事務局経費を会豊にて運営していますので、まだ会費を納入されていない会
員の方はご送金していただきますようお願い申し上げます。

(4)学会誌の発行 ノ

バソコンによる D T P (Desk Top publishing)がかなり普及してきましたので、

当学会でも適切な予算措置をとれば、年一回の学会誌を発行できると思われます。
学会誌発行準備委員会を発足させて検討を開始し九いと考えていますので、会員の
皆様で学会誌発行の企画、編集、出版にご協力いただける方を募集しますので、事
務局までご連絡下さい。
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2。第一回研究発表会の概要と研究発衷申し込みの募集

前回のニュースレターの募集要領でお知らせし九第一回研究発表会の概要が次のように
决まりまし九0 関連するテーマの講演発表ならびに一般研究テーマの発表は!占」旦旦に締
切ますので、とりあえずご発表の意志表示等の申し込みをお願い致します。ま九、研究会
と懇親会ヘの参加申し込みは10月20日までとなっていますのでご注意下さい。

御発表を希望される方は、御氏名(連名者を含む)、所属、連絡先住所、電話番号、御
希望の発表のセッシ"ン名と発表の概要(400 字程度)を A-4用紙に御記入の上、下記ま
でお送り下さい。

〒305 茨城県っくぱ市筑波大学社会工学系
池田研究室気付

日本りスク研究学会事務局

第一回研究発表会実行委員会

第一回研究発表会の概要

昭和63年12月10日(土) 9:30~17:30

所 国立公衆衛生院講堂 3F (東京都港区白金台 4-6・D
連絡先 第一回研究発表会実行委員会責任者田中勝

国立公衆衛生院 T肌 03-4U-71U
プログラム 開会挨拶 9:30~ 9:35

第 1 セッシ,ン:微量化学物質による健康りスク 9:35~10:50

一般レピュー:横山栄二(国立公衆衛生院)
一般講演(2 名)

言寸言冊

第2 セッシ"ン:放射線関連りスク 10 :50~12:05

一般レビュー: ノト林定喜(放射線医学研)
".J/

一般講演(2 名) 、ー、」^ー"J^

討論

第3セッション:りスク三忍知とコミュニケージョン 13:00~14:15

一般レビュー:、岡本浩一く東洋英和女子短大)
一般講演(2 名)

討論

第4セッシ"ン:りスクと保険論

゛轟

ノ

、

討論

第5 セッシ,ン:その他の課題

一般講演(3 ~ 4 名)

",

__..^デ.^^

14:15~15:30

.
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3。 SRA-EuropCの第一回コンフプレンス

SRA-Europe は 1985年に設立され九Socirty for Risk AnalysiS の Europe-sectionです。

この九び第一回の国際シンポジウムをオーストリアにある国際応用システム分析研究所

(11ASA)で行うことになっています。この会議には当学会の理事でもある盛岡通氏(大阪

大)も参加されることになっています。約60件の発表がある大規模な会議で、下記のよう
なテーマのセッションがもうけられています。

目時: Noveルber lo - 11,19部

場所: HASA conference center

A-2361, Laxenburg, Austria

プログラム: T1偲 UT 比 ITY OF RISK ANALYS IS 則 DEC IS ION MAK ING'

壱

^ PARALLEL SESS ION I: ENG WEER ING AND STAT IST ICS

Thursda】,, November lo

1. HUMAN ERROR MODELUNG

2. COMPUTER A IDED R ISK ANALYS IS

3/4. DEAUNG 削TH UNCERTA則TY W RISK ANALYSIS

Friday, November u
、

5/6. ASSESS ING THE QUALITY OF R ISK 朋肌YS IS

PARALLEL SESS ION n :

Thu rsd 3y, NoveⅢber

1.'HEALTH

2. OPEN
、
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Thu rsd ay, November lo

3/4. COMMUN ICAT 則G RISK TO T朋 PU肌 IC

Friday, November H

5/6. ASSESS椛NT IN DIFFE能M SOCIAL CONT獣TS

フ. 1 NST I TUT IONAL EFF ECTS ON R I SK AS SESSMENT

1{EALTH AND ENV IRONMENTAL SCIENCES

10

AND ENV IRONM別TAL RISK ASSESSMENT

PARALLE SESS ION H I:

Thu rsd ay, Novembe r lo

1/'2. GENERAL POL ICI ES OF R ISK ASSESSMENT

3/ι. APPU CATIONS OF R ISK ASSESSMENT

F r i day , Novemb er 11

SOC ML AND POL ICY SCIENCES

SRA BUS 則ESS M部TING

血

5. R ISK ASSESSMENT IN INTERNATIONAL P肌SPECT IVE

FR I DAY, NOVEMBER U ,11.45-12.30



4。関述研究会のお知らせ

( 1 ) nASA conference on " POH cy Responses to Large Acc iden ts"

開催日: Ja脚ary 16-18.1989
開催場所: nASA

A-2361, Laxenburg. Austria

( 2 ) A Technica l c0川m ittee meeung on " user Requ irements for Decis ion su 。r t
Systems"

開{雀日: NOV即ber 28 - December l.1988
開催場所: MEA

Vienna lnternational center

Vienna. Austria

共催機関 the lnternationa1 1nstitute for Applied systems Analysis
(1 nsA)

th e l nt er 胎 tiona l At oN ic En ergy Agency (1AEA)

the Joint Research center of the c0川mission of European
Communities (CEの at lspra

5。学会誌 RISK AN肌YSIS

学会誌 RISK ANALYSIS の最新号が事務局に届きましたので、その目次をお知らせい九し
ます0 論文のコピーのご希望があれぱ、コピー代(15円/枚)と郵送料を併せて郵便切手
にてご請求下さい。

^
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V01.8, NO.2

GUEsr EDITORIALS

Di0紅n: Ate we safer NOW Tharι Beforc?
'dam ハず.1'mkel

The EPA science Advisory Boald: A Ten.Year Rctros ectivc v'
rerl), F.γ0↓ie

The Need for Risk AS5essment Leglslation
DohRhier

RiskAnalysis

DISTINGUISHED CONTRIBUTIONTO NSKANALYSIS
Paths to Risk Analysis
Gilbefl F. W7U'1e

ARTICLE

The soclal AmPⅢication 0ι Risk: A conceptual Ftarnew。rk,
Roger E. Ka,perjon. orιWm Rehn,,aulsloDic, Hahh。 S.
Roberl Goble.ノιa"he x.κ4f,el'0π, a,1d sanluelk口lick
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